
な
か
く
ら

新
潟
・中
倉
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
中
倉

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
四
月
―
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
条
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
村
光
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―
九
世
紀
、　
一
四
世
紀
―

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
砂
丘
列
の
内
側
の
潟
に
面
し
て
立
地
し
て
い
る
。
今
回
は
、
集
落

の
ほ
ぼ
南
東
限
と
考
え
ら
れ
る
部
分
と
そ
れ
に
面
し
た
潟
端
を
調
査
し
た
。

古
代
の
遺
構
は
、
第
三
次
調

査

（本
誌
第
二
〇
号
・
中
条
町
教

育
委
員
会

『中
倉
遺
跡
三
次
』
貿

九
九
九
年
〕
を
参
昭
じ
と
同
様
、

川
跡
に
遺
物
を
投
棄
し
た
状
況

が
検
出
さ
れ
、
「王
」
な
ど
四

点
以
上
の
塁
書
須
恵
器
や
石
帯

二
点

（櫛
上
帯
）
が
出
上
し
て

い
る
。
た
だ
し
今
回
報
告
す
る

木
簡
は
、
そ
の
上
層
よ
り
出
土
し
て
お
り
、
中
世
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
世
の
遺
物
と
し
て
は
、　
一
四
―

一
五
世
紀
の
青
磁
、
瀬
戸

・
美
濃
、
珠
洲
、

土
器
、
瓦
質
鉢
、
砥
石
、
漆
器
、
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
の
端
近
く
の
、
川
跡
中
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「日
日
日
日
日
Ｈ
日
日
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
日
日
日
日
日
□
」

。
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
Ｎ釦∞
×
卜〇
×
卜
ｏ伽Ｐ

完
形
の
木
簡
で
、
下
方
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
先
端
は

一
伽
ほ
ど
の
幅
を
残

し
て
切
り
落
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
中
辺
り
で
二
つ
折
り
に
さ
れ
て
い
る
。

両
面
と
も
び
っ
し
り
と
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
な
ん
ら
か
の
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。

表
面
は
、
縦
方
向
に
部
分
的
に
墨
書
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
用
が

済
ん
だ
後
に
表
面
を
削
り
、
折

っ
て
か
ら
廃
棄
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏

・
相
沢
央
氏

に
ご
教
示
を
賜

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
澤
幸

こ

(中 条)




